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大きかったことである。だが，Rich, Williams, Puce, 
















































（男性 5 人，女性 6 人）であった。大学生の平均年齢は
21．64歳，標準偏差0．67歳であった。八田（1996）の利
き手テストを実施したところ，一般大学生では右利きが
9 人（平均点10．00点，標準偏差0．00点），左利きが 1 人
（− 9 点），両利きが 1 人（ 1 点）であることが分かっ
た。
共感覚者 2 人について，以降では 1 人目を共感覚者 a，



















































提示は，別の Windows 7 のパソコン，23インチの液晶
ディスプレイ，ヘッドホンを用いて行った。
刺激
使用する聴覚刺激はピアノ音の「C 3 ，D 3 ，E 3 ，
F 3 ，G 3 ，A 3 ，B 3 」とその半音階とした。提示方法






C＃，…，A＃，B の各調における 3 音で構成する 9 つ
のコードのうち， 2 音ずつの組み合わせによる出現頻度
と 2 音間の音程 2 ～11度をすべて満たすようにした（表



































表 1 　 3 つの提示条件で用いた刺激音と刺激が提示された耳
提示条件 単音条件 和音条件 分離条件






C CF F C
C＃ CA＃ C A＃
D C＃G C＃ G
D＃ C＃A A C＃
E DG＃ D G＃
F DB B D
F＃ D＃F D＃ F
G D＃F＃ F＃ D＃
G＃ EG G E
A EB E B
A＃ F＃A＃ A＃ F＃









特徴（Ward & Mattingley, 2006; Cytowic & Eagleman, 
2009）を検証するためである。選択された色の RGB 値
を 3 次元の座標として， 1 音ごと 3 回の反復試行におけ
る第 1 回選択と第 2 回選択の色の間の距離，第 2 回選択




































C D E F G
単音条件









































■共感覚者 a の場合　単音条件の D を基準として，
条件間での距離の平均値と標準偏差を求め，図 3 に示し
た。分析の結果，音の組み合わせによる主効果がみられ
（F（ 1 ，164）＝23．03，p ＜．05），条件の組み合わせによ
る主効果もみられた（F（ 2 ，164）＝6．72，p ＜．05）。ま
た，交互作用がみられ（F（ 2 ，164）＝10．19，p ＜．05），
単音−和音条件および分離−単音条件における DG＃と
DB との間に有意差があった（F（ 1 ，164）＝29．87，p
＜．05，F（ 1 ，164）＝11．33，p ＜．05）。このことから，

















組 み 合 わ せ に よ る 主 効 果 が み ら れ（F（ 1 ，210）＝
24．30，p ＜．05），条件の組み合わせによる主効果はみ
られなかった（F（ 2 ，210）＝0．32，p ＞．05）。また，交
互作用がみられ（F（ 2 ，210）＝6．39，p ＜．05），単音−
和音条件および分離−単音条件における D＃F＃と F＃
A＃との間に有意差があった（それぞれ F（ 1 ，210）＝












































































（F（ 1 ，462）＝18．83，p ＜．05），条件の組み合わせによ
る主効果もみられた（F（ 2 ，462）＝3．34，p ＜．05）。ま
た，交互作用がみられ（F（ 2 ，462）＝7．63，p ＜．05），
和音−分離条件および分離−単音条件における D＃F＃
と F＃A＃との間に有意差があった（それぞれ F（ 1 ，































































































られなかった（F（ 2 ，444）＝0．35，p ＞．05）。交互作用
がみられた（F（ 2 ，444）＝4．86，p ＜．05）。また，単音
−和音条件，和音−分離条件および分離−単音条件すべ
てにおける CA＃と F＃A＃との間に有意差があった
（それぞれ F（ 1 ，444）＝7．32，p ＜．05；F（ 1 ，444）＝
























































図 3 ， 4 より，共感覚者 a は単音−和音条件および分
離−単音条件における音の組み合わせに共通して有意差
がみられた。このとき，図 3 においては DG＃が，図 4
においては D＃F＃が，より単音に似た色を知覚する音
の組み合わせであった。両者を構成する 2 音の音程に着

















図 5 ， 6 より，共感覚者 b は F＃あるいは A＃，ま
たはその両方を含む音の組み合わせでのみ分離−単音条





































によって判断する。図 3 ～ 6 から，音の組み合わせ間に
共感覚者 a，b とも単音−分離条件で 2 つの有意差があ
った。このうち，共感覚者 a が右耳に提示した単音とよ
り似た色を選択したのは 2 回であったことから，共感覚
者 a は右耳優位の傾向であると考えられる。共感覚者 b
が左耳に提示した単音と，より似た色を選択したのは 1
回，右耳に提示した単音と，より似た色を選択したのは
1 回であったことから，共感覚者 b に優位耳はないと
考えられる。共感覚者 a，b の半球機能差について利き
手テストおよび優位耳判定の結果を併せると，共感覚者























Cytowic, R. E. （1993）. The man who tasted shapes. MIT 
Press.（山下篤子（訳）（2002）．共感覚者の驚くべき日常
―形を味わう人，色を聴く人　草思社）
Cytowic, R. E., & Eagleman, D. M. （2009）. Wednesday is in-




Day, S. （2005）. Some demographic and socio-cultural as-
pects of synaesthesia. In Robertson, L. C., & Sagiv, N. 
(Eds.), Synesthesia: Perspectives from cognitive neurosci-
ence. New York: Oxford University Press, 11-33.
Grossenbacher, P. G. （1997）. Perception and sensory infor-
mation in synaesthetic experience. In Baron-Cohen, S., & 
Harrison, J. E. (Eds.), Synaesthesia: Classic and contempo-
rary Readings. Cambridge, Massachusetts: Blackwell, 
148-172.
Harrison, J. （2001）. Synaesthesia−The strange thing. New 
York: Oxford University Press.（松尾香弥子（訳）（2002）．
共感覚　もっとも奇妙な知覚世界　新曜社）
八田武志（1996）．左利きの神経心理学　医歯薬出版
Hebb, D. O. （1949）. Organization of psychology. New York: 
Wiley.（白井常（訳）（1957）．行動の機構　岩波書店）
Marks, L. E., & Odgaard, E. C. （2005）. Developmental con-
straints on theories of synesthesia. In Robertson, L. C., & 










Nunn, J. A., Gregory, L. J., Brammer, M., Williams, S. C. R., 
Parslow, D. M., Morgan, M. J., Moris, R. G., Bullmore, E. 
T., Baron-Cohen, S., & Gray, J. A. （2002）. Functional 
magnetic resonance imaging of synesthesia: Activation of 








Rich, A. N., Williams, M. A., Puce, A., Syngeniotis, A., How-
ard, M. A., McGlone, F., & Mattingley, J. B. （2006）. Neural 








Ward, J. （2010）. Synaesthesia Questionnaire
　〈http://www.psychol.ucl.ac.uk/jamie.ward/synquestionnaire.
pdf〉（2010年 5 月19日）
Ward, J., & Mattingley, J. B. （2006）. Synaesthesia: An over-
view of contemporary findings and controversies. Cortex, 
42, 129-136.
